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DS90CR481/DS90CR482
48ビットLVDS Channel Linkシリアライザ /デシリアライザ 65～ 112MHz

DS90CR481トランスミッタは、48ビットの CMOS/TTLデータを、高
速な 8ペアの LVDS (小振幅差動信号 )シリアル・データ列に変
換します。PLL で位相ロックされた転送クロックは、9 ビット目の
LVDSリンクを介して、データ列に並行してレシーバへ送られます。
また、48 ビットの入力データは、転送クロックの各サイクルでサン
プリングされ送信されます。一方の DS90CR482レシーバは、送
られてきた LVDSデータ列を 48ビットの LVCMOS/TTLデータに
復元します。送信クロックの周波数が 112MHz のとき、48ビット
のCMOS/TTLデータは各 LVDSデータ・チャネル当たり672Mbps

の転送レートで送信されます。したがって、クロックが 112MHzの
ときのデータ総スループットは 5.38Gbit/sec (672MB/sec) となりま
す。トランスミット・クロックの周波数が 112MHz時には、48ビット
の TTLデータは LVDS 1チャネルあたり672Mbpsのスピードにな
ります。66MHzクロックでは、トータル・スループットは 3.168Gbps

(396Mbyte/s)で転送されます。

データ・ラインの多重化によって、ケーブルの大幅な削減が可能
です。通常、線長の長いシングルエンドのパラレル・バスは、1

本のアクティブ信号当たり 1 本のグラウンドを必要とします ( ただ
し、ノイズを排除する性能は優れていません )。そのため、48ビッ
ト幅のデータと 1ビットのクロックを送ろうとすると、最大 98 芯もの
ケーブルが必要となります。しかし、Channel linkチップセットを使
用すると、わずか 19芯のケーブルで済みます (8組のデータ・ペ
アと1組のクロック・ペアと少なくとも1本のグラウンド )。ケーブル
のビット幅で比べると 80％も少なくて済み、システム・コストの節
減、コネクタ形状の小型化と部品コストの低減、ケーブルのビット
幅が少ないことによるシールドの小型化が実現できます。

また、48本の CMOS/TTL入力は、さまざまな信号の組み合わせ
に対応できます。例えば、6 セットの 8 ビット・データ、または 5

セットの9ビット(バイト＋パリティ)データと3ビットの制御線などです。

以前の Channel Link デバイスに比べ、この DS90CR481/

DS90CR482チップセットは 3つの点を改良して、高いバンド幅を
サポートし、長いケーブルをドライブできるようになりました。バンド

を上げるために、最大クロック周波数を 112MHzに上げ、8ペア
のシリアル LVDS出力を備えました。まず、ユーザが選択可能な
プリエンファシス機能を設けて信号遷移時の LVDS 駆動電流を
増やし、ケーブル負荷の影響を打ち消すことでドライブ能力を高め
ています。あわせて転送サイクルごとの DC バランスを取るオプ
ション機能も、符合間干渉 (ISI) の低減に寄与します。プリエン
ファシスと DC バランスによって、ケーブル端のレシーバで、歪み
の小さいアイ・パターンを得られます。最後に、ケーブル・デス
キュー機能が長いケーブルにおけるペア間スキューを± 1LVDS

データ・ビット幅まで吸収します (80MHzクロック周波数まで )。以
上の 3 項目の改良により、5m 以上のケーブルのドライブができる
ようになりました。

このチップセットは、広帯域、高速の TTL インタフェースで、EMI

とケーブル長の問題を解決できる理想的な手段といえます。

■ 3.168Gbpsのバンド幅で 66MHzクロック
■ 5.376Gbpsのバンド幅で 112MHzクロック
■ 65MHz～ 112MHzの入力クロック周波数に対応
■ LVDS SER/DESによるケーブルおよびコネクタ・サイズの削減
■ ケーブル負荷の影響を低減するプリエンファシス
■ 符合間干渉を低減するDCバランス・エンコーディング
■ ± 1 LVDSデータ・ビット幅までのケーブル・デスキュー(80MHz

クロック周波数まで )

■ 5V耐圧の TxINと制御入力ピン
■ プリント基板の設計を容易にするフロースルー・ピン出力
■ ＋ 3.3V電源電圧
■ サイクルごとのジッタを低減するトランスミッタ
■ ANSI/TIE/EIA-644-1995LVDS標準に準拠

(DS90CR481 DS90CR482)

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容
　　　　が最新でない場合があります。製品のご検討およびご採用に際
　　　　しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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– DS90CR481

– DS90CR482
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(Note 1)

特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および温度範囲に適用。

電源電圧 (VCC) － 0.3V～＋ 4V

CMOS/TTL入力電圧 － 0.3V～＋ 5.5V

LVCMOS/TTL出力電圧 － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

LVDSレシーバ入力電圧 － 0.3V～＋ 3.6V

LVDSドライバ出力電圧 － 0.3V～＋ 3.6V

LVDS出力短絡時間 連続

接合部温度 ＋ 150℃

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

リード温度 (ハンダ付け、4秒 )

100L TQFP ＋ 260℃

パッケージ最大許容電力損失 (25℃ )

100 TQFPパッケージ

DS90CR481VJD 2.3W

DS90CR482VS 2.3W

パッケージ・ディレーティング

DS90CR481VJD 25℃以上で 18.1mW/℃

DS90CR482VS 25℃以上で 18.1mW/℃

ESD耐圧

DS90CR481

(HBM、1.5kΩ、100pF) ＞ 6kV

(EIAJ、0Ω、200pF) ＞ 300V

DS90CR482

(HBM、1.5kΩ、100pF) ＞ 2kV

(EIAJ、0Ω、200pF) ＞ 200V

電源電圧 (VCC) 3.0 3.3 3.6 V

動作温度範囲 (TA) － 10 ＋ 25 ＋ 70 ℃

電源電圧ノイズ 100 mVp-p

入力クロック (TX) 65 112 MHz



4www.national.com/jpn/

D
S

90
C

R
48

1/
D

S
90

C
R

48
2

(つづき )

特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および温度範囲に適用。

特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および温度範囲に適用。
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特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および温度範囲に適用。

特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および温度範囲に適用。
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RSKM

特記のない限り、推奨動作条件での電源電圧および温度範囲に適用 (Note 4、7)。このパラメータおよびその適用方法の詳細は「ア
プリケーション情報」を参照。

Note 1: 「絶対最大定格」を超えてデバイスを動作させた場合、安全性は保証されません。また、「絶対最大定格」の上限または下限でデバイスを動作させる
べきであることを示しているわけではありません。デバイスの動作条件は「電気的特性」の各表により規定されています。

Note 2: Typ値はVCC＝ 3.3V、TA＝ 25℃の時です。

Note 3: デバイス・ピンに流れ込む電流を正と定義し、デバイス・ピンから流れ出る電流を負と定義しています。電圧は、差動電圧であるVTH、VTL、VOD、ΔVOD

および特記のある場合を除いてグラウンド基準です。

Note 4: Min値とMax値は、電圧、温度範囲におけるデバイス性能のスタティックな解析に基づいています。このパラメータは自動テスト装置 (ATE)で機能的に
テストを行っています。ATEの動作周波数は最大 85MHzです。ただし、特性評価用のサンプル・デバイスでは、ベンチ・テストで動作を確認しています。

Note 5: レシーバ・スキュー・マージン (RSKM)は、レシーバ入力での有効なデータ・サンプリング範囲として定義されています。このマージンは、トランスミッタか
らの出力パルス位置 (Min および Max)と、レシーバ入力でのセットアップおよびホールド時間を加味しています ( 内部のデータ・サンプリング・ウインドウ
RSPOS)。このマージンにより、LVDS配線スキューや符合間干渉 ISI (どちらもケーブル長とケーブル種に依存 )、およびクロック・ジッタ (TJCC)が許容さ
れます。

RSKM≧ケーブル・スキュー (ケーブル種、長さ )＋ソース・クロック・ジッタ (サイクルごと、TJCC)＋ ISI。「アプリケーション情報」を参照。

Note 6: デスキュー使用時のレシーバ・スキュー・マージン (RSKMD)は、レシーバ入力での有効なデータ・サンプリング範囲として定義されています。デスキュー
機能は、レシーバのサンプリング・ストローブをLVDSビットの中央に固定して、インターコネクト・スキューを除去 (調整 )します。このマージン (RSKMD)

により、符合間干渉 ISI (ケーブル長とケーブル種に依存 )、トランスミッタのパルス位置 (TPPOS)、LVDSクロック・ジッタ (TJCC)が許容されます。

RSKMD≧ ISI＋TPPOS (含むmin/max範囲内ばらつき )＋ソース・クロック・ジッタ (サイクルごと、TJCC)。「アプリケーション情報」を参照。

Note 7: RSKMとRSKMDの代表値 (typ)は、トランスミッタとレシーバの VCCとTAに変動がなく、かつ VCCとTAは両デバイスでそれぞれ同一と仮定される条
件に対して適用されます。
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FIGURE 1.   Worst Case  Test Pattern
Note 8: ワースト・ケースのテスト・パターンは、デジタル回路、LVDS I/Oおよび CMOS/TTL I/Oを最も多くトグルさせます。

FIGURE 2.   DS90CR481 (Transmitter) LVDS Output Load and Transition Times

FIGURE 3.   DS90CR482 (Receiver) CMOS/TTL Output Load and Transition Times

FIGURE 4.   DS90CR481 (Transmitter) Input Clock Transition Time
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FIGURE 5.   DS90CR481 (Transmitter) Setup/Hold and High/Low Times

FIGURE 6.   DS90CR482 (Receiver) Setup/Hold and High/Low Times

FIGURE 7.   DS90CR481 (Transmitter) Propagation Delay - Latency
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FIGURE 8.   DS90CR482 (Receiver) Propagation Delay - Latency

FIGURE 9.   DS90CR481 (Transmitter) Phase Lock Loop Set Time

FIGURE 10.   DS90CR482 (Receiver) Phase Lock Loop Set Time
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FIGURE 11.   DS90CR481 (Transmitter) Power Down Delay

FIGURE 12.   DS90CR482 (Receiver) Power Down Delay
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C─ Rspos (レシーバ入力ストローブ位置 )のMin値とMax値によって定義されるセットアップとホールド時間 (内部データ・サンプリング・ウィンドウ )

Tppos─トランスミッタの出力パルス位置 (Mix値およびMax値 )

RSKM≧ケーブル・スキュー (ケーブル種、長さ )＋LVDSソース・クロック・ジッタ (サイクルごと )＋ ISI (符合間干渉 )

■ケーブル・スキュー─通常 30cmあたり10ps～ 40ps、ケーブルにより異なります。

■サイクルごとの LVDS出力ジッタ (TJCC)は 100ps (ワースト・ケース )以下です。

■符合間干渉は配線長に依存しますが、おそらくゼロです。

「アプリケーション情報」を参照。

FIGURE 13.   Receiver Skew Margin (RSKM) for Chipset without DESKEW

C─ Rspos (レシーバ入力ストローブ位置 )のMin値とMax値によって定義されるセットアップとホールド時間 (内部データ・サンプリング・ウィンドウ )

RSKMD≧ TPPOS (含むmin/max範囲内ばらつき )(d)＋TJCC (出力ジッタ )(f)＋ ISI (m)

■ d＝Tppos ─トランスミッタの出力パルス位置 (Mix値およびMax値 )

■ f＝サイクルごとの LVDS出力ジッタ (TJCC)は 100ps (ワースト・ケース )以下です。

■ m＝マージン追加分 - ケーブル長の長いアプリケーションで ISIに配分

「アプリケーション情報」を参照。

FIGURE 14.   Receiver Skew Margin (RSKMD) for Chipset with DESKEW
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LVDS

プリエンファシス機能およびデスキュー機能ありの場合

FIGURE 15.   48 Parallel TTL Data Bits Mapped to LVDS Bits with DC Balance Enabled
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プリエンファシス機能ありの場合

FIGURE 16.   48 Parallel TTL Data Bits Mapped to LVDS Bits with DC Balance Disabled
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DS90CR481/DS90CR482チップセットは、以前の Channel linkデ
バイスに比べ高いバンド幅をサポートでき、また 3 つの改良点に
よって、より長いケーブルをドライブできます。バンド幅を向上させ
るために、最大クロック周波数を 112MHzに上げ、シリアル LVDS

出力も8ビットとしています。ケーブル・ドライブでは、まずユーザ
が設定可能なプリエンファシス機能を設け、信号遷移時の出力
電流を増やしてケーブル負荷の影響を打ち消すことで、ドライブ能
力を高めています。この機能のために VCC へのプルアップ抵抗
が 1つ必要となります。エンファシス・レベルの設定については、
Table 1 を参照してください。二番目の改良点は、転送サイクル
ごとの DCバランスを取るオプション機能を、符合間干渉 (ISI)の
低減に寄与したことです。プリエンファシスと DC バランスによっ
て、ケーブル端のレシーバ入力で、歪みの小さいアイ・パターンを
得られます。さらに三番目の改良点では、ケーブル・デスキュー
機能が長いケーブルにおけるペア間スキューを± 1LVDSデータ・
ビット幅まで吸収しています (80MHz クロック周波数まで )。デス
キューの詳細については、「デスキュー」の項を参照してくださ
い。以上の 3つの改良によって、ケーブル・メディアおよびクロッ
ク周波数の条件によっては5m以上のケーブルをドライブできます。

DS90CR481/482チップセットは非 DCバランス・モードで使うのも
可能です。このモードではプリエンファシス機能のみがサポートさ
れます。またこのモードでは、チップセットは 21ビットおよび 28ビッ
トのチャネル・リンク・レシーバ製品に対して互換性を持ちます。
非 DCバランス・モードでのパラレル・データとLVDSデータ・ビッ
トとのマッピングを Figure 16に示します。

1. 

ケーブル負荷の影響を低減するため、LVDSの信号遷移時に駆
動電流を増やす機能です。プリエンファシスの強さは、PREピン
に対して 0.75V (エンファシス効果最小 )～ VCC( 最大 )の DC

電圧を与えることで設定します。PREピンの電圧が高いほどデー
タ・ビット遷移時におけるダイナミック電流が大きくなります。PRE

ピンの DC レベルを設定するために、VCC へのプルアップ抵抗
(Rpre) が必要です。内部には電圧降下を生じさせる抵抗ネット
ワークが入っています。DC レベルの設定には下表を参照してく
ださい。

TABLE 1.  Pre-emphasis DC voltage level with (Rpre)

TABLE 2.  Pre-emphasis needed per cable length

Note 9: 標準的なシールド・ツイストペア・ケーブルでのテストに基づいています。プリエンファシスの量はケーブル種やケーブル長、動作周波数により変わります。

2. DC

Figure 15に示すように、各サイクルの間に、各 LVDSデータライ
ンで 1ビットの追加ビットをデータに加えて送ります。この追加ビッ
トが DC バランス (DCBAL)ビットです。DC バランス機能の目的
は、短期および長期にわたっての LVDS信号の DCバイアスを最
小にすることです。この機能は、データをそのままの極性で送る
か、反転して送るかによって実現します。

DCバランス・ビットは、転送中ワードのディスパリティ(O/Iビット個
数の差 )と、転送前ワードのデータ・ディスパリティから算出され
ます。転送前ワードのデータ・ディスパリティは、データ中の 1の
ビット個数から 0のビット個数を引いて求めます。転送中ワードの
ディスパリティは、初期段階では＋ 7～－ 6のいずれかの値となり
ます。その後、転送中ワードのディスパリティは、反転したデー
タ・ディスパリティを連続的に合計して求めます。データが反転せ
ずに送られた場合はデータ・ディスパリティ値から 1を引き、デー
タが反転して送られた場合はデータ・ディスパリティを反転して 1

を加えます。この結果、転送中ディスパリティの値は＋ 7～－ 6の
範囲となります。

データがそのまま送られるときは DCバランス・ビット (DCBAL)の
値は 0となり、反転して送られるときは 1となります。データを反転
せずに送るか反転して送るかは、転送中データのディスパリティと
転送前データのディスパリティを用いて次のように決定します。
データを反転せずに送信 :

─ 転送中データのディスパリティが正で、かつ転送前データの
ディスパリティが 0または負のとき
─転送中データのディスパリティが負で、かつ転送前データのディ
スパリティが正のときデータを反転して送信 :

─ 転送中データのディスパリティが正で、かつ転送前データの
ディスパリティが正のとき
─転送中データのディスパリティが負で、かつ転送前データのディ
スパリティが 0または負のとき
─転送中データのディスパリティが 0のとき

トランスミッタの BALピンをHIGHにするとDCバランス・モードと
なります。「端子説明」の項も参照してください。DCバランス機
能は、5mを超えるような長いケーブルを使用したアプリケーション
に有効です。
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3. 

デスキュー機能は DC バランス・モードでのみサポートされていま
す (DS90CR481でBALピン＝HIGH)。レシーバは、"DESKEW"

ピンが HIGHになると、独立した差動ペアのペア間スキューに対
して、± 1 LVDSデータ・ビット時間以内のスキュー調整を行いま
す。デスキュー動作を完了させるには、トランスミッタの "DS_OPT"

ピンを 4クロック以上 LOWに保ちます。PLLが転送クロックにロッ
クしたあとも、少なくとも一回のデスキュー動作の実行が必要で
す。また、電源を一度オフにした場合や接続ケーブルを交換した
場合もデスキュー処理の再実行が必要で、実行しないと、受信
した LVDSデータをレシーバが正しくサンプリングできなくなる恐れ
があります。レシーバがデスキュー・モードのとき、レシーバの全
出力は LOWに固定されます。ただしレシーバ・クロック出力はア
クティブのままスイッチングを続けます。"DESKEW" ピンをLow固
定にするとデスキュー機能が無効になり、レシーバは決められたサ
ンプリング・ストローブを用いて動作します。この時はトランスミッタ
の "DS_OPT" ピンをHigh固定にしてください。

トランスミッタDS90CR481の DS_OPT入力ピンは、デスキュー用
校正パターンの生成を開始するときに使用します。レシーバ側の
デスキュー動作を完了させるために、このピンは 4 クロック・サイ
クル以上 LOW に保ちます。校正パターンと区別するために、
DS_OPTが HIGHの通常のデータ・サンプリング状態での LVDS

クロック・パターンは 1111000または 1110000です。一方、DS_OPT

を LOWにしてデスキュー校正パターンを送るときは、LVDSクロッ
ク・パターンは 1111100または 1100000となります。あわせてトラ
ンスミッタはデスキュー用校正パターンとして 1111000 または
1110000の連続パターンをデータ・ライン (TxOUT 0～ 7)に送出
するため、これらのパターンを用いてレシーバは入力端でのサンプ
リング・ストローブ・タイミングを自動的に調整できます。スキュー
調整は、理想的なストローブ位置から± 1データ・ビット時間の範
囲内で、1/3 データ・ビット時間 (TBIT) を単位として各データ・
チャネル個別に行なわれます。デスキュー機能が働くのはクロック
周波数が 80MHzまでです。レシーバは、データ転送を始める前
に、デスキュー・モードを用いて調整しなければなりません。

トランスミッタは、入力クロックのサイクル・ジッタを抑止するように設
計されています。ただし、きわめて緩やかなサイクル・ジッタはトラ
ンスミッタ出力にそのまま現れます。サイクル毎のジッタは、動作周
波数範囲に対して、入力ステップ関数ジッタを適用したときに現れ
る100ps以下の変動として測定されています。この値は、Figure

13、14に示されるRSKM/RSKMDのタイミング配分から差し引く
必要があります。このジッタ抑止機能によって、トランスミッタの入
力クロックが持つジッタ成分による影響は大きく低減され、結果と
してレシーバにおけるデータ・サンプリングの精度が向上します。
トランスミッタ出力ジッタは PLLVCCノイズと入力クロック・ジッタに
影響されます。したがって、電源ノイズを抑え、かつ低ジッタ・ク
ロックを使用すれば、出力ジッタの低減を図ることができます。トラ
ンスミッタにとって入力クロックの立ち下がりエッジは動作上きわめ
て重要であり、またこのエッジは PLL回路でも使用されます。

RSKM -

RSKMはチップセット・パラメータで、トランスミッタのパルス位置と
レシーバのストローブ・ウインドウの差を表したものです。詳細はア
プリケーション・ノートAN-1059に記述されています。RSKMは、
インターコネクト・スキュー、LVDSソース・クロック・ジッタ (TJCC)、
ISIの合計よりも大きくなければなりません。Figure 13を参照して
ください。インターコネクト・スキューの要因には、プリント基板の
配線遅延ばらつきと、ケーブルを用いたアプリケーションではコネ
クタ・スキューとケーブル・スキューなどがあります。プリント基板
配線スキューとコネクタ・スキューはシステム設計で対策できます。
一方のケーブル・スキューは、ケーブル・メディアの種類と長さに
依存します。

RSKMD -

RSKMD はチップセット・パラメータで、レシーバのストローブ・ウ
インドウと理想的なパルス位置の差を表したもので、DS90CR482

のデスキュー機能がイネーブルの場合に適用されます。デス
キュー機能は、各データ・チャネルとクロック・チャネル間のスキュー
を調整します。デスキュー機能の対応クロック周波数は最大
80MHzです。RSKMDは、トランスミッタのパルス位置 (含むmin/

max 範囲内ばらつき )、LVDSソース・クロック・ジッタ (TJCC)、
ISIの合計よりも大きくなければなりません。Figure 14を参照して
ください。デスキュー機能を用いると、RSKMDは TBITの 25％
以上が得られます。デスキューは、プリント基板の配線遅延ばら
つきと、ケーブルを用いたアプリケーションではコネクタ・スキュー
とケーブル・スキューで生じるインターコネクト・スキューを補正しま
す。プリント基板配線スキューとコネクタ・スキューはシステム設計
で対策できます。一方のケーブル・スキューは、ケーブル・メディ
アと長さに依存する点に注意してください。ケーブル長は、ISI効
果によってスキューが 1 TBITに達するよりも前に、RSKMDパラ
メータで制限される場合があります。

トランスミッタとレシーバは、ともにパワーダウン機能を備えていま
す。パワーダウン・モードでは、電源ピンからの電流引き込みは
最小となり、PLL はシャットダウン状態になります。トランスミッタの
出力は TRI-STATEになります。レシーバの出力は LOWにドライ
ブされます (「端子説明」の表を参照してください )。VCCが安
定した後、デバイスをイネーブルにするために PD 端子を HIGH

に駆動してください。

トランスミッタは、本来は単一のレシーバ負荷を想定して設計され
ています。このような接続は一対一構成として知られています。
ただし、いくつかの制約に従えば、複数のレシーバ負荷をドライ
ブすることも可能です。まず、相互接続の最遠端に置かれたレ
シーバにのみ、差動信号のペア間に終端抵抗を付加します。ま
た、ドライバから見た DCインピーダンスが 100Ωになるようにしま
す。さらに、トランスミッタと最遠端のレシーバの間に接続される複
数のレシーバが、信号の負荷インピーダンスを局所的に低下させ
ないようにします。そのためには、相互接続から各レシーバへの
スタブ (枝分かれ )長を、きわめて短く保つ必要があります。

LVDSバスで正しい動作を得るためには、終端抵抗が不可欠で
す。終端抵抗値は、信号が伝送される媒体の差動インピーダン
スに等しくなければなりません。値の範囲としては 90Ω～ 132Ωと
なります。100Ωのツイストペア・ケーブルを用いた場合の標準的
な値は 100Ωです。終端抵抗は反射の抑止と電流ループの形成
のために必要です。終端抵抗は、抵抗までのスタブ長を最短と
するために、できる限りレシーバ入力の近くに配置してください。

100Ωの差動ライン・インピーダンスを持つバックプレーンを用いた
アプリケーションでは、差動ラインのペア間スキューは配線長によ
り調整可能です。トランスミッタDS90CR481の "DS_OPT"ピンは
HIGH にしておきます。また、バックプレーン基板上の配線長が
短いアプリケーションでは、通常はトランスミッタのプリエンファシス
機能は不要です。したがって、"PRE"ピンはグラウンドには接続
せずに開放のままにしておきます。ただし、将来の拡張用として、
プリエンファシスを必要とするような重い容量性負荷の影響を打
ち消せるよう、VCC へのプルアップ抵抗のハンダ・パッドを備えて
おいてもよいでしょう。
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長いケーブルをドライブする必要があるアプリケーションに関して
記述します。DS90CR481/DS90CR482 チップセットは、以前の
Channellinkデバイスに比べ高いバンド幅をサポートでき、また DC

バランスの取れたデータ転送とプリエンファシス機能によって、より
長いケーブルをドライブできるようになりました。ケーブル・ドライブ
では、まずユーザが設定可能なプリエンファシス機能を設け、信
号遷移時の出力電流を増やしてケーブル負荷の影響を打ち消
すことで、ドライブ能力を高めています。この機能のために VCC

へのプルアップ抵抗が 1つ必要となります。エンファシス・レベル
の設定については、Table 1を参照してください。また、サイクル
ごとのDCバランスを取って長いケーブルを使用したアプリケーショ
ンでの符合間干渉 (ISI) を低減しています。以上のプリエンファ
シスとDCバランスによって、ケーブル端のレシーバ入力で、歪み
の小さいアイ・パターンを得られます。これらの改良によって、5m

以上のケーブルをドライブできます。さらに、クロック周波数とドラ
イブする媒体に依存しますが、ケーブル・デスキュー機能も備えて
います。詳細については、「デスキュー」、「RSKM」、「RSKMD」
の項を参照してください。

電源ピンにはバイパス・コンデンサを接続しなければなりません。
パッケージの電源ピンごとに電源を供給している内部回路が異な
りますので、「端子説明」の表記載の注記を除いて、すべての
電源ピンの近くにコンデンサを設ける必要があります。0.1μFの高
周波セラミック・コンデンサ ( 表面実装タイプを推奨 )を各電源ピ
ンの近くに配置してください。実装面積に余裕がある場合は
0.01μFコンデンサを、容量の小さいほうを電源ピンに近い側にし
て並列に接続してください。さらに、プリント基板全体にコンデン
サを分散して配置するとデカップリング性能が向上します。デカッ
プリング・コンデンサと電源層との接続には複数の ( 大きな )ビア
を使用してください。また、トランスミッタの PLLVCC ピンと
LVDSVCC ピン (ピン 40)の近くには 4.7μF～ 10μFのバルク・コ
ンデンサの実装を推奨します。このコンデンサと対応するピンの間
は幅広の配線を用いてください。

 - 

入力信号の品質は、データシートの「推奨入力仕様」表記載の
要件に適合していなければなりません。また、絶対最大定格を超
えるアンダーシュートは推奨されません。ホスト・デバイスとトランス
ミッタ間の配線長が長く伝送線路として動作する場合は、終端を
行う必要があります。駆動能力を設定できるデバイスでトランスミッ
タを駆動する場合、データ入力は伝送線路効果を防ぐために弱
めに設定しておくことを推奨します。クロック信号はクリーンなエッ
ジを確保するために一般に強めに設定し、かつ低ジッタの信号を
与えてください。

LVDS 

使用しない LVDS 出力チャネルは、トランスミッタの出力ピン部分
で 100Ωで終端してください。

LVDS 

詳細はアプリケーション・ノートAN-1108 とAN-905 を参照してく
ださい。

• 100Ωのカップリングされた差動ペア配線を使用してください。

• 配線間隔には S/2S/3S ルールを適用してください。

─ S ＝ペア内の配線間隔

─ 2S ＝ペア間の配線間隔

─ 3S ＝ TTL 信号との配線間隔

• ビアの数は可能なかぎり抑えてください。

• 500Mbps 以上のライン速度で動作させる場合は差動コネクタ
を使用してください。

• 配線のバランスを維持してください。

• ペア内のスキューを可能なかぎり抑えてください。

• ペア間スキューを可能なかぎり抑えてください。

• 終端は RX 入力の可能なかぎり近くに配置してください。

VDS90CR482の出力には 1個もしくは 2個の負荷が接続される
との想定にもとづき、負荷 8pFで、VOHおよび VOLに対し± 2mA

の動作条件で試験を行っています。ファンアウトを多く取りたい場
合、または長い伝送線路を駆動したい場合は、レシーバ出力に
対しバッファを設けることを推奨します。レシーバ出力には TRI-

STATE機能はありません。

DS90CR483/484

DS90CR481/482チップセットは電気的に DS90CR483/484と同一
です。ただし、内部 PLLの制御回路は異なっており、DS90CR481/

482の動作範囲は 65MHz～ 112MHz動作となっています。両方
のチップセットは、それぞれのデータシート記載の範囲であれば置
き換えが可能です。

Channel Link に関連する以下のアプリケーション・ノートをリリース

しています。

•  AN-1041 Channel Link の概要

•  AN-1059 RSKM Calculations

•  AN-1108プリント基板とインターコネクトのガイドライン

•  AN-905差動インピーダンス

•  LVDS オーナーズ・マニュアル (日本語版 )
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Note 10: 内蔵プルダウン抵抗により、開放の場合のデフォルト値は LOWとなります。

I/O

TxIN I TTLレベル入力です (Note 10)。

TxOUTP O 正極性 LVDS差動データ出力です。

TxOUTM O 負極性 LVDS差動データ出力です。

TxCLKIN I TTLレベル・クロック入力です。立ち上がりエッジがデータ・ストローブとなります。

TxCLKP O 正極性 LVDS差動クロック出力です。

TxCLKM O 負極性 LVDS差動クロック出力です。

PD I TTLレベル入力です。LOWで出力は TRI-STATEになり、パワーダウンとなって消費電流
が小さくなります (Note 10)。

PLLSEL I PLL周波数範囲の選択です。このピンをVCCに接続してください。開放またはGNDへの
接続は将来の拡張用です (Note 10)。

PRE I プリエンファシス量の選択です。外付けのプルアップ抵抗を介してVCCに接続すると、プリ
エンファシスが機能します。このとき抵抗値によりプリエンファシスの量が決まります (「アプリ
ケーション情報」を参照 )。プリエンファシスをせずに通常の LDVSドライブ・レベルが必要
な場合は、このピンを開放にします (GNDには接続しないでください )。

DS_OPT I この TTLレベル入力をLOWにすると、ケーブル・デスキュー動作となります。デスキュー中
は、TxINデータはサンプリングされません。デスキュー機能を働かせるには、この入力を最
低 4クロック・サイクルの間 LOWに保ちます。通常、デスキュー機能は、トランスミッタとレ
シーバのそれぞれの PLLがロックしたあとで実行されます。また、システム・リセットのあと、
および再コンフィギュレーション・イベントのあとにも実行する必要があります。 "DESKEW"ピ
ンがイネーブルになったとき、少なくとも一回は動作させなければなりません (Note 10)。

BAL I TTLレベル入力です。従来このピンは、DCバランス・モードをイネーブルに固定化するた
め信号名をVCCとしていました。本ピンを LOWに接続するか開放にすると、DCバランス
機能をディスエーブルにできます。イネーブルおよびディスエーブルそれぞれに対するパラレ
ル・データとLVDSデータ・ビットとのマッピングを、Figure 15、16に示します。

VCC I TTL入力バッファとデジタル回路用電源です。20ピンと21ピンはバイパスの必要はありませ
ん。

GND I TTL入力バッファとデジタル回路用 GNDです。

PLLVCC I PLL回路用電源です。

PLLGND I PLL回路用 GNDです。

LVDSVCC I LVDS出力バッファ用電源です。

LVDSGND I LVDS出力バッファ用 GNDです。

NC 未接続です。これらのピンは接続せずに、開放のままにしてください。
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DS90CR482 Channel Link

Note 11: レシーバ入力段には、レシーバ入力が開放であったり終端されていた場合に、安定した出力レベルを得るためのフェイル・セーフ・バイアス回路が内蔵さ
れています。テスト条件下では、レシーバ入力は HIGH 状態となります。また、ケーブルの相互接続が切断されていて、入力が開放または終端されて
いると、出力は前の有効な値を保ちます。

Note 12: DS90CR482は、DS90CR481から送られてくるデータからDCバランス・モードか非 DCバランス・モードかを自動的に判別し、その結果にもとづいてデー
タ・ビットのマッピングを切り換えて LVDSデータをデシリアライズします。

I/O

RxINP I 正極性 LVDS差動データ入力です。

RxINM I 負極性 LVDS差動データ入力です。

RxOUT O TTLレベルのデータ出力です。パワーダウン (PD＝ Low)モードでは、レシーバ出力は強
制的に LOWにされます。

RxCLKP I 正極性 LVDS差動クロック入力です。

RxCLKM I 負極性 LVDS差動クロック入力です。

RxCLKOUT O TTLレベルのクロック出力です。立ち上がりエッジがデータ・ストローブとなります。

PLLSEL I PLL周波数範囲の選択です。このピンをVCCに接続してください。開放またはGNDへ
の接続は将来の拡張用です (Note 10)。

DESKEW I デスキューとオーバー・サンプリングのオン /オフです。デスキュー /オーバー・サンプリン
グ機能を使用する場合は、このピンをVCCに接続してください。このピンをGNDに接続
すると、この機能はディセーブルとなります (Note 10)。デスキュー機能はDCバランス・
モードでのみサポートされています。

PD I TTLレベル入力です。LOWのときレシーバ・データ出力は LOWになります (Note 10)。

VCC I TTL出力バッファとデジタル回路用電源です。6ピンと77ピンはバイパスの必要はありま
せん。

GND I TTL出力バッファとデジタル回路用 GNDです。

PLLVCC I PLL回路用電源です。

PLLGND I PLL回路用 GNDです。

LVDSVCC I LVDS入力バッファ用電源です。

LVDSGND I LVDS入力バッファ用 GNDです。

NC 未接続です。これらのピンは接続せずに、開放のままにしてください。
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Transmitter - DS90CR481 - TQFP - Top View
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DS90CR482

Receiver - DS90CR482 - TQFP - Top View
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。

外形寸法図 単位はmillimeters

Dimensions show in millimeters only
Order Number DS90CR481VJD or DS90CR482VS

NS Package Number VJD100A
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